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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 21,719 3.0 342 ― 201 ― 166 ―
21年3月期第2四半期 21,087 ― △1,322 ― △1,491 ― △1,549 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 1.15 0.55
21年3月期第2四半期 △10.99 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 44,319 5,232 11.8 △28.48
21年3月期 48,069 5,065 10.5 △32.07

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  5,232百万円 21年3月期  5,065百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
22年3月期 ― 0.00
22年3月期 

（予想）
― 0.00 0.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 72,880 16.4 2,500 203.0 2,180 345.8 1,880 476.7 12.83
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】「４．その他」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、様々な不確定要素が内在しているため、実際の業績等は予想数値と
異なる可能性があります。なお、連結業績予想に関する事項につきましては、平成21年５月13日に発表いたしました通期の予想数値を修正しております。
業績予想に関する事項は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】「３．連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 147,072,037株 21年3月期  142,553,965株
② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  492,526株 21年3月期  186,682株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 145,591,041株 21年3月期第2四半期 140,961,514株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出や生産を中心に緩やかな持ち直しの動きが見ら
れたものの、企業収益や設備投資は減少を続け、また雇用情勢の悪化も一段と深刻化するなど、国内景気
は総じて厳しい状況で推移いたしました。 
道路建設業界におきましても、景気低迷の影響により建設投資の減少基調が続くなか、縮小する建設需

要を巡る企業間競争はさらに激しさを増し、引き続き厳しい経営環境となりました。 
このような状況のもと、当社グループでは、収益の源泉となる工事受注の確保や舗装用資材の販売促進

等に全力を挙げて取り組むとともに、効率性の向上やコストコントロール、製品販売価格の見直し等に注
力し、収益の改善を図ってまいりました。 
その結果、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高（製品売上高および不動産事業等

売上高を含む）は334億73百万円（前年同期比8.3％増）、売上高は217億19百万円（前年同期比3.0％
増）、経常利益は２億１百万円（前年同期は14億91百万円の経常損失）、四半期純利益は１億66百万円
（前年同期は15億49百万円の四半期純損失）となりました。 
なお、当社グループにおける建設事業および舗装資材製造販売事業におきましては、第１四半期から第

３四半期に比べ、第４四半期の売上が占める割合が相対的に高く、一方、事業運営にかかる費用について
は年間を通じて恒常的に発生することから、当社グループの売上および損益の状況は季節的に大きく変動
いたします。 

  

  

資産の状況につきましては、固定資産は前連結会計年度末と比較し１億９百万円の増加となりました
が、売上債権の減少などにより流動資産は38億58百万円の減少となり、当第２四半期連結会計期間末の資
産合計は、前連結会計年度末と比較して37億49百万円減少し、443億19百万円となりました。 
一方、負債の状況につきましては、仕入債務が大幅に減少したことや長期借入金の一部を返済したこと

などにより、当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末と比較して39億16百万円減少
し、390億87百万円となりました。なお、前連結会計年度末における長期借入金106億65百万円が１年以内
に返済期日を迎えることから、当四半期連結会計期間末においてはその全額を流動負債に含めて表示して
いるため、流動負債は前連結会計年度末と比較し66億13百万円の増加、固定負債は105億30百万円の減少
となっております。 
また、純資産合計は、四半期純利益１億66百万円を計上したことにより、前連結会計年度末と比べて１

億67百万円増加の52億32百万円となり、この結果、当第２四半期連結会計期間末における自己資本比率は
11.8％となりました。 

  
  

今後の経済情勢につきましては、海外経済の改善などを背景とした持ち直し傾向の持続が期待されるも
のの、先行きに対する警戒感から企業の設備投資意欲や消費者心理の冷え込みは依然解消されておらず、
景気が自律的な回復に向かうにはなお相当の時間を要するものと思われます。 
道路建設業界におきましても、国・地方の財政状況を反映した公共投資の抑制傾向は今後も続く見通し

であり、さらには経済政策の見直しによる影響やアスファルトをはじめとする原材料価格の動向も憂慮さ
れるなど、厳しい経営環境が続くは必至の情勢であります。 
このような状況を踏まえ、当社グループでは、引き続き収益力の向上と財務基盤の強化に向けた取り組

みを着実に実践し、業績の回復に努めてまいる所存であります。 
なお、平成22年３月期の連結業績予想につきましては、第２四半期連結累計期間の経営成績等を踏ま

え、平成21年５月13日に公表した予想数値を変更いたしております。詳細につきましては、本日公表の
「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
  

  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  
  

該当事項はありません。   

  
  

      （完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更） 

  請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工
事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会
計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期
間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第２四半期連結会計期間末ま
での進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗度の見
積りは、施工面積等に基づく予算原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用し
ております。 
  なお、当第２四半期連結累計期間においては工事進行基準の適用要件を満たす工事契約が存在し
ないため、損益に与える影響はありません。 
  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.四半期連結財務諸表 
(1)四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 982 880

受取手形・完成工事未収入金等 9,771 21,518

未成工事支出金 11,634 5,079

材料貯蔵品 391 315

その他 4,021 2,875

貸倒引当金 △116 △125

流動資産合計 26,685 30,544

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物 6,916 6,694

機械、運搬具及び工具器具備品 15,799 15,642

土地 12,295 12,296

建設仮勘定 162 163

減価償却累計額 △18,429 △18,208

有形固定資産合計 16,744 16,588

無形固定資産 140 148

投資その他の資産   

その他 1,513 1,562

貸倒引当金 △764 △774

投資その他の資産合計 748 787

固定資産合計 17,634 17,524

資産合計 44,319 48,069
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 14,522 22,361

短期借入金 12,192 1,579

未払法人税等 63 102

未成工事受入金 7,135 3,843

完成工事補償引当金 77 144

工事損失引当金 47 40

賞与引当金 396 272

その他 1,260 737

流動負債合計 35,695 29,081

固定負債   

長期借入金 － 10,665

退職給付引当金 3,363 3,229

その他 28 28

固定負債合計 3,392 13,922

負債合計 39,087 43,004

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,000 2,000

資本剰余金 1,550 1,550

利益剰余金 1,689 1,523

自己株式 △19 △18

株主資本合計 5,221 5,054

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 11 10

評価・換算差額等合計 11 10

純資産合計 5,232 5,065

負債純資産合計 44,319 48,069
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(2)四半期連結損益計算書 
 (第２四半期連結累計期間) 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 21,087 21,719

売上原価 19,968 19,207

売上総利益 1,118 2,511

販売費及び一般管理費 2,441 2,169

営業利益又は営業損失（△） △1,322 342

営業外収益   

土地賃貸料 9 8

受取遅延利息 6 16

雑収入 12 10

営業外収益合計 27 35

営業外費用   

支払利息 172 149

雑支出 24 26

営業外費用合計 196 176

経常利益又は経常損失（△） △1,491 201

特別利益   

固定資産売却益 7 6

貸倒引当金戻入額 4 4

ゴルフ会員権償還益 － 1

その他 2 －

特別利益合計 15 13

特別損失   

固定資産売却損 7 0

固定資産除却損 － 4

投資有価証券評価損 － 1

事業所整理損 7 －

工事違約金 7 －

その他 8 0

特別損失合計 30 6

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,505 207

法人税、住民税及び事業税 43 41

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,549 166
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  該当事項はありません。 
  

  該当事項はありません。 

  

  

  

  (1) 四半期個別受注の概況 

 

(％表示は対前期増減率) 

 
(注)個別業績予想数値の当四半期における修正の有無 有 

  

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

6．その他の情報

個別受注の実績

受 注 高

22年3月期第２四半期 33,165百万円     9.3%

21年3月期第２四半期 30,351百万円   △1.9%

（注）①受注高は、当該四半期までの累計額

   ②パーセント表示は、対前年同四半期比較増減率

  受注実績の内訳 （単位：百万円）

前年第２四半期 当第２四半期

（平成21年3月期 （平成22年3月期 増 減 前 期

区   分  第２四半期） 第２四半期） （平成21年3月期）

金額
構成

金額
構成

金額
増減率

金額
構成

比率％ 比率％ ％ 比率％

建
設
部
門

国内官公庁 9,190 30.3 12,565 37.9 3,374 36.7 19,534 28.8

受 
注 
高

国内民間 13,536 44.6 12,173 36.7 △1,362 △10.1 27,999 41.4

  計 22,727 74.9 24,739 74.6 2,011 8.9 47,534 70.2

 製 品 部 門 等 7,624 25.1 8,426 25.4 802 10.5 20,155 29.8

合   計 30,351 100.0 33,165 100.0 2,814 9.3 67,689 100.0

  (2) 平成22年３月期の個別業績予想（平成21年４月１日～平成22年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％  円 銭

通期  72,320 17.4  2,370 238.1 2,050 445.2  1,800 640.7 12.28
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